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Ⅱ 生活の中のピクトグラム  
1．ピクトグラムにかかわる用語の定義   
太田（1995）によれば，「ビクトグラム（pictogram）」とは，日本語で「絵文字」や「絵ことば」  
と呼ばれるグラフィック・シンボルのことであり，意味するものの形状を使って，その意味概念  








2．ピクトグラム活用の実際   
ピクトグラムが，さまざまな場所で実際に活用されていることは，先にも述べた通りであるが，  
以下では，代表的ないくつかの場面別に，活用の実際を紹介していく。  





Figure2のようなデザインとなっている。   
厚相打田  
きっぷうりば  待合室  レンタカー  
Figure2．駅のビクトグラム（西條，1992より引用）  




















Figure3．昭和記念公園のピクトグラム（宮沢，1鴻7より引用）  Figure4．非常口サイン  





いえる。   
これとは逆に，複数のデザインが並存することを積極的に認める，非常に興味深い防災ピクト  
グラム・システムの構築の試みも見られる。林（1999）によれば，特定の文化的な背景をもっ人  
だけが世界標準を決めることに疑問を感じ 防災ピクトグラムのホームページを開設した，とい  
うものである。このホームページ3では，750種類のピクトグラムを自由に検索でき，自分の気に  
入ったデザインに投票でき，著作権を放棄するならば自分のデザインを登録できる機能を備えて  
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ことができるピクトグラムの例を示した。   
恒≠蜃麺  





いる4。   
価値た  
Figure6．標準案内用図記号の例  








a．明示機能 事物が何であるか，その内容や質を顕在的に表すこの機能は，ピクトグラムの機  
能の中でも，最も中心的かつ本質的であると考えられる。これまでに例として示したピクトグラ  
ムは，すべてこの明示機能を有していると考えられが，これは，事物と人間との接点を作り出す  







b．案内機能 この種のピクトグラムは，さまざまなものや施設などの所在を顕在的に示してお  
り，人を案内もしくは誘導する機能を有している。Figurel，Figure2やFigure6に示したピク  
トグラムが典型的な例であると考えられる。  





車両進入禁止  自転車通行止め   動物が飛び出すおそれあり  
Figure7．禁止や注意を表す道路標識  






1．AACのツールとしてのピクトグラム   
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日本版マカトンシンボル（日本マカトン協会，1997）など，複数のものが挙げられる5。  
2．日本版PICの紹介   


















小さい  体育   
Figure8．日本版PICで用いられている視覚シンボル  






2．シンボルが意味する事物，事   
柄と一致するための学習  
3．問いかけに答える学習  






YES  トレーニングで会話が十分  
進展しているか？  
Figure9．日本版PICのコミュニケーション・トレーニング（藤澤他1995を改変）  

















クトグラムとは何かについて論を進めていくこととする。   
そこで，まずは，従来から指摘されているピクトグラムの特長について述べる。そして，次に，  
わかりやすいピクトグラム，よいピクトグラムを目指すために，考えられなければならないさま  
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ざまな問題を取り上げる。  
1．ピクトグラムの特長   
ピクトグラムの特長や，ピクトグラムを使用することによる利点は，さまざまな研究（油井，  
1996；江川，1989；藤澤，2001；林，1999；栗，1982；中村・湯浅，1998；太田，1989，  
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向から見て描い ているものである。それでは，右側に示されているピクトグラムの意味は理解で  
きるだろうか。これは，「イースター（復活祭）」を表すピクトグラムであり，イースターの象徴  
ともいえるイースターエッグを描いたものである。  
昆国   
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は末永く使われ，そうでないシンボルは自然に使われなくなる。国の文化によ って多様なシンポ  
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ルがあることは，言語としての豊かさを示している」と考えている（藤澤，2001）。このように，  
ピクトグラムの標準化の問題については，慎重な検討が必要であると考えられる。  




を目指すために，考慮されなければならない問題が明らかにされた。   
今後の展開としては，いろいろな場面で，より一層，ピクトグラムが活用されていくことが望  
ましいといえる。その中でも，コミュニケーションを支援するツールとして，ピクトグラムを積  
極的に活用していくことは，藤澤（2001）が，その社会的背景を指摘し，さらに， 障害者や高齢  
者などさまざまな人たちが，共に生きる社会を目指すとき，手話や点字を含めて，多様なコミュ  
ニケーション手段を尊重する必要性が高まってきたように感じられる，と述べているように，社  












1 これらのピクトグラムは，1992年当時のものである。  
2 詳しい経緯については，太田（1995）を参照されたい。  
3 http：／／picto．dpri．kyoto－u．aC．jp  
4 2001年3月に「標準案内用図記号ガイドライン」が一般案内用図記号検討委員会から打ち出されて  
いる。公刊はされていないが，ホームペ，ジ（http：／／www．ecomo．or，jp／）で閲覧することがで  
きる。  
5 各試みについては，リハビリテーションエンジニアリング第12巻第1号の「特集：グラフィック・  
シンボル利用によるコミュニケーション支援」の中でも紹介されている。  
6 さらに計27の下位カテゴリーに分類されているが，詳細は，藤澤・井上（2000）を参照されたい。  
7 それぞれの活用事例について，詳細は，藤澤（2001）を参照されたい。  
8 CIについては，日本CI会議休会員（2000）を参照されたい。  
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